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特に 1980 年代の半ばから、デジタル型地 
震計を用いた地球規模の観測網（国際デ 
ジタル地震観測網; Federation of Digital 
Seismographic Networks）が整備され、






























































































































































































































































































































































は 28となった（締約国数は 45で前回と同 
じ）。なお同国は協議国入りに際しての



















































































































































































































　4月 23 日午前、カナダ・海洋漁業省の 
Marty Bergmann 座長の進行で進めら
れ、昨年 10 月米国シアトルで開かれた第 
2回PAG会合におけるIPYへ向けた討議 
経過が報告された。IPY のテーマとし





第 2 回 PG（Plannig Group）会合にて報 
告された。このテーマは ICARP-II のテ






“Symposium on Circulation and Ecology 










日本から 19 名が参加した。この会議 





速インターネットシステムの 2004 年中の 




第 23 回北極海洋科学会議（AOSB: 






















































 （船木 實：地圏研究教育基盤グループ・助教授） 
標記シンポジウムは平成16年6月1日か 





































































された。（3）The role of the polar 











2004 年 5 月 11 日、日本学術会議地球
惑星科学関連学会合同大会において、第 4
回国際極年（2007 ／ 08 年）オープンフォー
ラムが開催された。幕張メッセ、国際会




















































































































































































てようやく「2004 年 1 月 4 日午前 11 時に 
IAA前から出発、これは最終決定」との
メールが届いた。


































































3304 km、ニューヨークへは北へ 11731 km。
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38 Orchard Road, 






















































































































編 集 後 記ィールドワークなどを実践す
るには望ましい、また一般の
大学でも博士後期課程への進
学者確保に苦労している中、
優秀な入学者を集める一助と
なるか等である。ご苦労の多
い中ではあるが、是非研究所
一同の協力をいただきたい。
　在学生の方では、9月末の終
了を目指す3名の博士論文予備
審査が5月に行われ、引き続き
本審査が行われている。
（山内恭：極域科学専攻長）
上：ミンククジラ
下：氷縁付近を行くIWC鯨類目視調査船
なれない編集作業の上に、夏
休みシーズンが重なって、発 
行が予定よりも遅れてしまっ
た。気がつけば、猛暑も終
わりが近いようで、秋の気配
が感じられるようになってき
た。夏の疲れがでる頃です。
皆様、ご自愛のほど。
（加藤明子）
総合研究大学院大学・
極域科学専攻コーナー
